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S No 3P 2P FT Foul S No 3P 2P FT Foul

○ 4 3 ◎ 4 9 8 3

◎ 5 1 1 1 ◎ 5 3 2 4

○ 6 ◎ 6 4 2 4

◎ 7 12 9 1 ◎ 7 4 3

◎ 8 1 5 1 ○ 8 2

◎ 9 7 3 1 ○ 9 1 1

◎ 10 5 3 10

11 11

12 ◎ 12 1

13 ○ 13

14 ○ 14 1

○ 15 1 15

16 16

17 17

18 18

合計 12 27 10 合計 16 19 4

◎：スターター　／　○：出場 ／3P：3点シュート成功本数　／　2P：2点シュート成功本数　／　FT：フリースロー成功本数　

茨城県高体連バスケットボール専門部　記録報道委員会

戦　　　評 　　記入者 ： 長谷川  智子

 準決勝，危なげなく勝ちあがってきた八王子と，延長戦にまでもつれこみ激闘を制した取手松陽の決勝戦は，第4ｐまで勝負がわからない展開になった。
　お互い様子見のスロースタートでゲームが始まる。
　第1Ｐ，八王子1-2-2，1-3-１ゾーンや，⑦ワドゥを中央に残しローテーションディフェンスなどを組むも，松陽④飛田の3p　，ドライブインが連続して決まる。松陽
は3-2ゾーンで八王子⑦ワドゥに対しすばやくWチームを仕掛け，ウィークサイドへのスキップパスをさせるも，八王子⑨橋本が連続3ｐを決め，松陽1点リードで
第1P終了。
　第2Ｐ，八王子のスティールが成功し逆転に成功，続けてディフェンスリバウンドからの速攻も決まり，開始4分，松陽タイムアウト。タイムアウト直後，八王子⑨
橋本が連続3pを決めると松陽2回目のタイムアウトを請求。残り1分34秒，⑦ワドゥのアリウープダンクが決まり会場がどよめくも，松陽は，⑥松岡がゴール下で
シュートファウルを誘う。しかしフリースローをはずしたその隙に，八王子が連続得点をあげ，54-45八王子リードで前半終了。
　第3Ｐ，局面を打開したい松陽は，Wチームで⑦ワドゥに対し3秒オーバータイムを連発させる。その間，④飛田，⑦牧山が確実に加点し，4点差までおいあげ，
ディフェンスをがんばるも松陽⑤来栖⑥松岡が4つめのファウルになり苦しい状況で第3P終了。
　第4Ｐ，松陽，粘りのディフェンスをみせしのぐも，八王子④板垣⑨橋本が3pを決め徐々に点差が広がる。ベンチスタートだった⑤来栖⑥松岡を戻すも，疲れが
見えはじめた松陽の足が止まり，最大17点差リードされたところで，残り4分松陽タイムアウト。2-2-1のプレスをしかけ，最後まであきらめない松陽だが，シンプ
ルに得点を重ねた八王子が，100-90で優勝した。
　2日間でハードゲームを4試合戦ってきた両チームに，会場からは惜しみない拍手がおくられた。
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